
で
は
貴
様
も
俺
も
同
じ
日
本
人
だ
と
言
う
こ
と
で
殴
り
合
い
が

度
々
あ
っ
た
た
め
、
内
地
上
陸
ま
で
は
襟
章
は
外
さ
ぬ
こ
と
に

し
て
い
た
。

中
国
で
使
用
し
た
金
銭
は
百
円
に
対
し
て
日
本
円
は
十
八
円

だ
っ
た
。
日
本
円
に
兌
換
し
て
買
っ
た
鰯
が
一
匹
十
円
で
あ
っ

た
。
故
郷
行
き
と
病
院
行
き
の
希
望
提
出
が
あ
り
、
衰
弱
し
て

い
た
体
故
に
東
京
の
国
立
大
蔵
病
院
行
き
と
し
、
軍
用
列
車
の

と
き
と
は
逆
に
上
り
客
車
で
、
沿
線
の
都
市
の
焼
野
原
跡
を
見

て
敗
戦
を
実
感
し
た
。
東
京
か
ら
実
家
と
町
の
叔
父
あ
て
に
、

新
発
田
国
立
病
院
行
き
で
小
千
谷
駅
停
車
を
知
ら
せ
た
。
変
わ

り
な
き
小
千
谷
駅
、
駅
員
に
依
頼
し
て
背
嚢
を
下
ろ
し
て
発
車

し
た
ら
、
日
本
通
運
の
倉
庫
脇
に
二
人
が
立
っ
て
い
た
。
父
母

だ
、
窓
か
ら
乗
り
出
し
て
手
を
振
り
別
れ
た
が
、
次
の
汽
車

で
梅
干
の
入
っ
た
お
握
り
な
ど
を
持
っ
て
、
病
室
に
入
り
、
死

亡
し
た
と
思
っ
て
い
た
母
と
抱
き
合
っ
た
。

下
痢
が
止
ま
ら
な
い
の
で
、
富
山
の
配
置
薬
か
ら
腹
薬
と
虫

下
し
用
の
セ
メ
ン
圓
な
ど
頼
ん
だ
。
持
参
し
て
く
れ
た
薬
を
呑

ん
だ
ら
、
便
所
に
行
き
水
便
と
共
に
蚯
蚓
（
蛔
虫
）
が
何
回

も
出
て
、
三
十
匹
く
ら
い
ま
で
は
数
え
ら
れ
た
。
大
陸
か
ら
の

持
参
品
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
後
、
目
に
見
え
て
回
復
し
て
、
昭

和
二
十
一
年
九
月
、
村
祭
り
の
十
五
夜
に
、
無
事
復
員
帰
郷
す

る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。

我
が
青
春
の
記
録
　 

静
岡
県
　
中
瀬
高
　 

中
瀬
広
吉
の
長
男
と
し
て
大
正
八
年
六
月
十
五
日
、
静
岡
県

富
士
郡
鷹
岡
村
厚
原
九
七
九
番
地
に
生
ま
れ
る
。
家
族
は
父
母

と
十
二
人
の
姉
弟
、
私
は
第
二
子
で
、
長
男
は
早
逝
し
た
。

昭
和
十
四
年
一
月
十
日
、
現
役
志
願
を
し
て
、
名
古
屋
騎
兵

第
三
連
隊
へ
入
営
し
た
。
馬
は
入
隊
前
か
ら
乗
っ
て
い
た
の
で

自
信
は
あ
っ
た
が
、
二
月
二
十
日
、
名
古
屋
市
外
小
幡
力
原
演

習
場
で
乗
馬
、
襲
撃
訓
練
中
に
隣
馬
に
跳
ね
ら
れ
、
右
足
脛
骨

骨
折
、
二
月
二
十
一
日
よ
り
名
古
屋
陸
軍
病
院
に
入
院
、
六
月

三
日
全
快
し
た
の
で
原
隊
復
帰
。
よ
っ
て
下
士
官
候
補
志
願
は

断
念
し
た
。

昭
和
十
四
年
八
月
二
十
二
日
、
一
等
兵
に
進
級
。



昭
和
十
四
年
九
月
一
日
よ
り
留
守
第
三
師
団
歩
砲
兵
無
線
電
信

教
習
所
へ
入
所
。

昭
和
十
五
年
四
月
一
日
、
教
育
終
了
に
よ
り
原
隊
復
帰
、
無
線
、

有
線
、
通
信
手
と
な
る
。

昭
和
十
五
年
九
月
十
二
日
、
支
那
派
遣
軍
、
総
司
令
部
に
転
属

を
命
ぜ
ら
れ
る
。

昭
和
十
五
年
九
月
十
四
日
、
午
前
零
時
、
中
部
一
三
部
隊
編
成

輜
重
隊
の
補
充
兵
と
合
流
軍
用
列
車
で
出
発
。

翌
朝
六
時
、
大
阪
駅
で
妹
よ
し
子
の
見
送
り
を
う
け
た
。
列

車
は
各
駅
停
車
で
、
国
防
婦
人
会
の
見
送
り
を
受
け
な
が
ら
、

西
進
輜
重
隊
の
補
充
兵
は
年
す
で
に
三
十
代
半
ば
、
家
に
妻
子

を
残
し
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
。
妻
や
子
と
同
じ
年
ご
ろ
の
姿
を

見
る
と
泣
い
て
手
を
振
る
。「
馬
鹿
野
郎
、
泣
く
な
、
こ
れ
か

ら
戦
地
へ
行
く
ん
だ
」
と
叱
り
つ
け
た
が
、
後
に
自
分
が
召
集

さ
れ
た
と
き
、
そ
の
気
持
ち
は
理
解
さ
せ
ら
れ
た
。

九
月
十
五
日
、
午
後
二
時
、
広
島
駅
に
到
着
、
総
司
令
部
に

向
か
う
。
騎
兵
は
召
集
兵
の
森
、
岩
田
上
等
兵
、
石
川
、
犬
飼

一
等
兵
。
二
年
兵
は
堀
場
、
丸
尾
、
村
松
、
鈴
木
、
細
谷
、
中

瀬
の
各
一
等
兵
。
翌
日
、
昼
食
後
、
宇
品
埠
頭
集
合
で
、
旅
館

に
一
泊
、
内
地
最
後
の
広
島
の
夜
を
満
喫
し
た
。

十
六
日
午
後
五
時
、
船
名
不
祥
、
二
千
ト
ン
の
貨
物
船
に
馬

五
百
頭
と
共
に
乗
船
、
船
倉
は
二
段
に
仕
切
ら
れ
ア
ン
ペ
ラ
が

敷
い
て
あ
り
、
座
る
と
頭
が
天
井
に
着
く
の
で
横
に
な
る
。
関

門
海
峡
通
過
。

翌
朝
、
玄
界
灘
で
台
風
に
遭
遇
し
船
は
木
の
葉
の
よ
う
に
も

ま
れ
る
。
生
き
た
心
地
は
な
し
。
召
集
兵
が
酒
を
飲
め
ば
船
酔

い
し
な
い
と
言
う
の
で
下
給
品
の
酒
を
飲
む
。
体
は
前
後
左
右

に
転
が
り
、
酒
を
飲
ん
だ
か
ら
余
計
船
酔
い
が
激
し
く
、
当
た

り
一
面
ヘ
ド
の
海
。
飯
上
げ
に
立
て
る
者
も
な
い
。
便
所
は
船

腹
の
手
す
り
の
外
に
木
造
で
で
き
て
い
る
。
下
を
見
る
と
船
が

進
む
の
で
海
水
は
河
の
急
流
を
思
わ
せ
る
。
イ
ル
カ
が
追
尾
し

て
く
る
。
揺
れ
る
の
で
取
っ
手
を
握
り
し
め
て
用
を
た
す
。

九
月
十
八
日
朝
、
海
水
が
黄
色
に
変
色
し
て
い
る
の
に
気
付

く
。
揚
子
江
の
押
し
出
す
水
流
だ
。
二
十
日
夜
半
、
ウ
ー
ス
ン

港
に
停
泊
、
二
十
一
日
朝
下
船
、
敵
前
上
陸
の
激
し
さ
か
、
倉

庫
は
蜂
の
巣
の
よ
う
で
あ
っ
た
。

上
海
駅
か
ら
汽
車
に
乗
る
。
急
行
で
南
京
ま
で
六
時
問
、
ど

こ
ま
で
も
続
く
水
田
で
、
大
陸
の
広
さ
に
驚
い
た
。
午
後
、
南



京
駅
に
到
着
し
た
。
支
那
派
遣
軍
総
司
令
部
に
到
着
、
衛
兵
隊

に
配
属
さ
れ
る
。

昭
和
十
五
年
九
月
二
十
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
宜

昌
作
戦
に
総
司
令
部
に
あ
り
て
参
加
。
昭
和
十
六
年
一
月
一
日

か
ら
七
月
七
日
ま
で
昭
和
十
六
年
前
期
作
戦
に
総
司
令
部
に
あ

り
て
参
加
。
大
東
亜
戦
争
に
参
加
。

昭
和
十
六
年
七
月
一
日
、
陸
軍
上
等
兵
。
交
代
兵
の
到
着
を

心
待
ち
に
し
て
い
た
。
十
四
年
後
期
の
補
充
兵
は
初
年
兵
が
来

る
と
喜
ん
で
い
た
の
に
召
集
兵
と
二
年
兵
で
が
っ
か
り
、
帰
還

も
我
々
が
先
に
帰
り
、
四
年
間
、
飯
上
げ
、
拭
き
掃
除
を
続
け
、

誠
に
不
運
だ
つ
た
と
思
う
。
補
充
兵
だ
か
ら
家
に
家
族
を
残
し

て
き
た
人
が
多
か
っ
た
。

昭
和
十
七
年
八
月
二
十
九
日
、
満
期
除
隊
の
た
め
、
第
三
師

団
司
令
部
に
帰
還
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
八
月
三
十
日
、
南
京
を
出

発
、
八
月
三
十
一
日
上
海
港
出
港
。
帰
還
の
船
は
、
船
名
、
不

祥
、
六
千
ト
ン
で
、
敵
潜
水
艦
の
魚
雷
を
警
戒
し
な
が
ら
朝
鮮

南
岸
を
迂
回
、
航
海
は
台
風
通
過
の
あ
と
で
湖
上
の
ご
と
く
波

は
穏
や
か
で
あ
っ
た
。

九
月
五
日
、
宇
品
港
に
入
港
し
た
。
検
疫
を
す
ま
せ
て
、
畳

の
上
に
横
臥
し
て
、
日
本
に
帰
っ
た
実
感
を
味
わ
う
。
大
陸
に

い
て
は
夜
半
、
南
京
港
の
ド
ラ
の
音
、
南
京
駅
の
汽
笛
に
故
郷

を
偲
び
母
の
安
否
を
気
遣
う
も
、
父
の
こ
と
は
不
思
議
と
浮
か

ば
な
か
っ
た
。

九
月
七
日
、
名
古
屋
中
部
一
三
部
隊
に
帰
還
し
た
。
九
月
九

日
、
同
隊
よ
り
満
期
除
隊
し
た
。

昭
和
十
九
年
七
月
十
三
日
、
十
九
年
徴
集
の
徴
兵
検
査
の
補

助
員
と
し
て
、
吉
原
小
学
校
勤
務
中
、
午
後
、
校
庭
を
見
る
と

親
父
が
自
転
車
で
走
っ
て
来
た
。
召
集
の
赤
紙
で
あ
る
。
親
父

の
自
転
車
に
乗
っ
た
の
を
見
た
の
は
生
ま
れ
て
初
め
て
だ
。
感

無
量
。

「
七
月
十
三
日
、
中
部
一
三
部
隊
（
輜
重
隊
）
へ
入
隊
す
べ
し
」

と
あ
る
。

妻
は
長
女
を
連
れ
て
実
家
で
病
床
に
あ
り
、
今
度
は
南
方
と

覚
悟
し
た
が
、
一
目
妻
子
に
別
れ
を
告
げ
た
い
と
思
う
。
電
報

で
知
ら
せ
る
も
絶
対
安
静
と
の
こ
と
、
再
度
電
報
を
打
つ
が
同

じ
返
電
で
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
兵
士
の
妻
と
し
て
、
帰
宅
を
せ

が
ん
で
い
る
様
子
が
目
に
浮
か
ぶ
。
必
ず
来
る
と
の
確
信
か
ら

翌
朝
自
転
車
で
富
士
駅
へ
走
る
。
一
番
二
番
列
車
に
は
乗
っ
て



い
な
い
。

駅
員
の
話
で
は
、
事
に
よ
る
と
工
員
列
車
に
便
乗
も
有
り
得

る
と
の
こ
と
で
工
員
列
車
は
来
た
が
降
り
て
こ
な
い
。
諦
め
て

い
た
と
こ
ろ
、
最
後
に
父
と
妹
に
支
え
ら
れ
改
札
口
を
出
て
来

た
。
子
供
に
は
一
目
会
え
た
か
ら
よ
し
と
、
妻
を
自
転
車
の
後

に
乗
せ
て
力
一
杯
自
転
車
を
走
ら
せ
る
。
家
で
は
既
に
見
送
り

の
人
た
ち
が
待
っ
て
い
た
。
妻
に
飯
を
一
膳
盛
ら
せ
て
別
れ
を

告
げ
る
。

長
女
を
抱
い
て
身
延
線
入
山
瀬
駅
に
向
か
う
。
郷
里
の
人
た

ち
の
万
歳
の
声
を
後
に
、
一
路
名
古
屋
に
向
か
う
。
名
古
屋
城

の
外
堀
の
土
手
で
し
ば
し
浮
世
の
涼
を
取
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

偶
然
に
師
団
司
令
部
に
勤
務
す
る
宇
佐
美
さ
ん
に
会
う
。「
君

は
沿
岸
防
衛
隊
」
と
聞
き
、
安
堵
の
胸
を
な
で
な
が
ら
衛
門
を

く
ぐ
っ
た
。
現
役
の
と
き
は
い
つ
死
ん
で
も
よ
い
と
思
っ
て
い

た
が
、
今
は
未
練
が
残
る
。

前
回
の
召
集
兵
は
「
ア
号
作
戦
」
と
い
い
米
軍
が
サ
イ
パ
ン

島
上
陸
と
同
時
に
玉
砕
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
米
軍
は
飛
行
場
を

つ
く
り
、
日
本
本
土
空
襲
の
基
地
と
し
、
Ｂ29

は
日
本
本
土
を

連
日
爆
撃
し
た
。
他
の
召
集
兵
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
と
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ヤ
へ
行
っ
た
が
帰
還
し
な
か
っ
た
。

入
隊
一
週
間
後
、
第
七
三
師
団
怒
一
四
九
一
〇
部
隊
輜
重
隊

が
編
成
さ
れ
、
無
線
通
信
手
と
な
る
。
こ
の
隊
は
車
両
（
ト
ラ

ッ
ク
）
一
個
中
隊
・
挽
馬
一
個
中
隊
編
成
で
、
小
銃
は
通
信
兵

の
み
与
え
ら
れ
た
。
騎
銃
か
ら
九
九
式
へ
、
長
靴
か
ら
巻
脚
絆

へ
と
。
し
か
し
な
か
な
か
う
ま
く
巻
け
な
か
っ
た
。
現
状
の
戦

況
で
は
、
も
う
騎
兵
は
役
に
立
た
な
い
、
か
つ
て
の
軍
の
花
の

騎
兵
だ
が
こ
れ
が
転
出
の
姿
で
あ
る
。

現
在
の
南
山
大
学
へ
移
動
、
既
に
学
生
は
勤
労
動
員
で
姿
は

な
い
。
十
月
十
五
日
、
現
在
の
岡
崎
高
校
へ
先
発
移
動
し
補
充

兵
に
通
信
教
育
を
行
う
。
本
部
到
着
に
伴
い
、
本
部
無
線
通
信

手
と
な
る
。
中
隊
は
任
務
に
付
き
転
出
、
通
信
手
は
三
班
に
別

れ
本
部
各
中
隊
配
属
と
な
る
。
早
速
、
地
下
通
信
壕
を
構
築
、

通
信
は
地
下
壕
へ
入
る
。

一
回
目
の
空
襲
警
報
が
発
令
さ
れ
た
。

命
令
に
よ
り
、
我
々
は
校
舎
前
の
桑
畑
に
散
開
し
た
が
小
銃
は

通
信
兵
三
銃
の
み
、
時
折
、
岡
崎
海
軍
航
空
隊
の
飛
行
場
よ
り

友
軍
機
は
急
上
昇
す
る
が
、
Ｂ29

と
は
ど
ん
な
飛
行
機
か
分
か

ら
な
い
。
よ
う
や
く
浜
名
湖
方
面
よ
り
白
い
煙
を
引
く
飛
行
物

体
あ
り
、
こ
れ
が
Ｂ29

と
判
明
、
連
隊
長
か
ら
あ
れ
を
撃
て
と



命
令
さ
れ
た
が
、
小
銃
で
は
有
効
射
程
は
一
千
メ
ー
ト
ル
で
一

万
メ
ー
ト
ル
上
空
で
は
撃
っ
て
も
無
駄
だ
と
命
令
を
無
視
し
た
。

こ
れ
が
名
古
屋
の
三
菱
重
工
へ
の
最
初
の
空
襲
だ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
三
日
置
き
か
ら
二
日
置
き
に
な
り
連
日
何
百
機
の

空
襲
で
終
戦
ま
で
一
度
も
外
出
の
許
可
は
な
か
っ
た
。
も
う
内

地
も
外
地
も
な
い
。
す
べ
て
が
戦
場
で
あ
る
。

初
年
兵
は
馬
糧
の
コ
ー
リ
ャ
ン
を
生
で
食
い
、
下
痢
を
起
こ

し
て
栄
養
失
調
に
な
る
。
ノ
ミ
、
シ
ラ
ミ
の
大
発
生
、
古
兵
は

煮
沸
で
き
る
か
ら
よ
い
が
初
年
兵
は
、
そ
れ
が
で
き
な
い
か
ら
、

暇
を
見
て
は
シ
ラ
ミ
を
つ
ぶ
し
て
い
た
。
寝
具
は
真
冬
で
も
毛

布
一
枚
、
床
に
米
俵
を
敷
き
、
戦
友
の
分
と
合
わ
せ
抱
き
合
っ

て
寝
て
寒
さ
を
し
の
い
だ
。

昭
和
二
十
年
六
月
一
日
、
陸
軍
兵
長
に
進
級
し
た
。
豊
橋
空

襲
の
翌
朝
、
命
令
を
受
け
豊
橋
市
外
、
多
米
町
に
宇
佐
美
上
等

兵
を
伴
い
転
出
、
民
間
の
勤
労
奉
仕
隊
を
指
揮
し
て
自
動
車
壕

の
構
築
に
当
た
る
。
食
料
が
少
な
く
、
作
業
が
進
展
し
な
い
の

で
畑
の
ジ
ャ
ガ
芋
を
失
敬
し
て
隊
員
に
食
わ
せ
作
業
を
急
が
せ

た
。八

月
五
日
、
連
隊
長
命
令
で
「
敵
の
上
陸
間
近
す
ぐ
帰
れ
」

の
電
文
を
受
け
帰
隊
。
外
泊
の
許
可
が
出
て
三
泊
四
日
で
家
に

帰
り
、
長
女
の
「
父
チ
ャ
ン
万
歳
」
に
励
ま
さ
れ
帰
隊
。
八
月

九
日
、
無
線
電
信
予
備
役
下
士
官
候
補
者
を
命
ぜ
ら
れ
、
同
日

候
補
者
隊
に
入
隊
。
八
月
十
五
日
、
終
戦
を
迎
え
帰
隊
。
帰
隊

後
た
だ
ち
に
衛
兵
司
令
交
代
の
命
を
受
け
、
交
代
し
て
司
令
の

任
に
つ
い
た
。
九
月
二
十
日
、
残
務
整
理
終
了
し
て
帰
宅
し
た
。

【
付

記
】

昭
和
十
四
年
一
月
十
日
入
営
の
中
間
は
、
四
月
に
一
期
の
検

閲
を
済
ま
せ
一
等
兵
に
進
級
し
て
中
支
に
向
か
い
、
本
隊
に
到

着
す
る
前
に
全
滅
し
た
と
聞
く
。
一
緒
に
召
集
さ
れ
た
者
の
う

ち
、
南
方
に
行
っ
た
者
た
ち
は
一
人
と
し
て
帰
っ
た
消
息
は
な

い
。私

は
幼
少
よ
り
体
が
弱
く
長
生
き
は
で
き
な
い
と
の
判
断
か

ら
、
ど
う
せ
短
い
命
な
ら
国
の
た
め
に
死
の
う
と
思
い
軍
隊
に

志
願
し
た
が
、
過
酷
な
訓
練
、
試
練
に
も
耐
え
抜
き
入
隊
当
時
、

五
五
キ
ロ
の
体
重
が
七
四
キ
ロ
に
な
り
、
胸
囲
は
九
三
セ
ン
チ

が
一
〇
三
セ
ン
チ
と
な
り
、
病
気
と
言
え
ば
マ
ラ
リ
ヤ
だ
け
。

健
康
に
な
っ
た
の
は
軍
隊
の
お
陰
だ
と
思
う
。



外
地
二
年
、
内
地
三
年
の
丸
五
年
の
間
、
実
弾
を
撃
っ
た
の

は
小
幡
ヵ
原
射
撃
場
で
十
発
、
南
京
の
射
撃
場
で
十
発
だ
け
で
。

戦
争
と
は
互
い
に
殺
し
合
う
も
の
な
る
も
、
一
人
も
殺
す
こ
と

な
く
終
わ
っ
た
こ
と
に
悔
い
は
な
い
。

今
は
た
だ
戦
没
者
の
御
冥
福
を
ひ
た
す
ら
祈
る
の
み
で
あ
る
。

中
支
戦
線
幾
山
河

一
鉄
道
兵
の
足
跡
　 

香
川
県
　
平
田
雅
仁
　 

私
は
昭
和
十
六
年
一
月
二
十
四
日
、
現
役
兵
と
し
て
鉄
道
第

四
連
隊
第
五
中
隊
に
入
営
し
た
。
そ
れ
ま
で
の
職
歴
は
次
の
ご

と
く
で
あ
る
。
昭
和
十
三
年
三
月
三
十
一
日
、
広
島
鉄
道
局
高

松
出
張
所
、
松
山
保
線
区
工
事
工
手
と
し
て
の
試
傭
採
用
に
始

ま
る
。
一
年
後
技
術
雇
員
、
広
鉄
局
工
務
部
臨
時
技
術
員
、
広

鉄
局
保
線
課
勤
務
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
六
年
一
月
十
五
日
入

営
の
た
め
休
務
と
な
っ
た
。

一
月
二
十
六
日
、
宇
品
港
を
出
帆
、
朝
鮮
羅
津
上
陸
。
同
日

鮮
満
国
境
図
們
通
過
。
二
月
一
日
駐
屯
地
牡
丹
江
着
、
以
後
同

地
付
近
の
整
備
。

十
七
年
六
月
八
日
、
中
支
派
遣
の
た
め
牡
丹
江
出
発
、
六
月

十
五
日
杭
州
着
、
七
月
十
九
日
金
華
着
、
作
戦
参
加
後
、
金
華

野
戦
病
院
入
院
、
習
志
野
陸
軍
病
院
転
院
。

十
八
年
三
月
治
癒
退
院
、
原
隊
復
帰
。

十
九
年
二
月
鉄
道
連
隊
臨
時
編
成
、
五
月
独
立
鉄
道
第
一
工

務
大
隊
編
入
。
編
成
完
結
ま
で
編
成
業
務
に
従
事
。
駐
屯
地
津

田
沼
出
発
、
五
月
三
十
一
日
博
多
出
帆
、
釜
山
上
陸
、
安
東
通

過
（
鮮
満
国
境
）

、
満
支
国
境
山
海
関
通
過
し
、
南
京
経
由
武
昌

着
は
六
月
十
七
日
で
あ
り
、
同
地
に
在
っ
て
次
期
作
戦
準
備
。

七
月
九
日
武
昌
発
、
二
十
一
日
長
沙
通
過
、
八
月
株
州
着
、
同

日
よ
り
同
地
に
在
り
て
身
漢
鉄
道
開
拓
準
備
作
業
に
従
事
、
十

八
日
株
州
発
、
九
月
十
二
日
ま
で
、
朱
亭
付
近
の
戦
闘
に
参
加
。

以
後
湘
桂
作
戦
、
大
陸
打
通
鉄
道
建
設
、
修
復
、
輸
送
業
務

に
従
事
し
た
の
で
あ
る
が
、
終
戦
。
内
地
復
員
に
至
る
間
、
私

は
中
支
の
山
河
を
、
鉄
道
隊
員
と
し
て
転
戦
し
た
足
跡
を
、
断

片
的
で
は
あ
る
が
体
験
記
と
し
て
記
述
し
て
み
た
。

終
戦
以
来
、
星
霜
移
り
て
五
十
年
、
往
時
は
渺
茫
と
し
て




